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多項式の 1 次独立性 (基本的な例と例題)

(例) P3(R) のベクトル 1; x; x2 は 1 次独立
∵ a+ bx+ cx2 = 0) a = b = c = 0

(例) P2(R) のベクトル 1; x; 1 + x は 1 次従属.
∵ 1 + x = 1 ´ 1 + 1 ´ x

(例) P4(R) において
1 + x; x2; x3; 2 + 2x+ 3x2 + 4x3

は 1 次従属

∵ 2(1+ x) + 3 ´ x2+4 ´ x3+ (`1)(2+ 2x+3x2+4x3)=0
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多項式の 1 次独立性

Q. P5(R) のベクトル 1 + 2x; 1 + 3x; x` x2; 1 + x+ x3 の 1
次独立性を判定せよ. 1 次従属ならば, 自明でない関係式を与える係数
の組を 1 つ答えよ.

a(1 + 2x) + b(1 + 3x) + c(x` x2) + d(1 + x+ x3) = 0 とお
く. 1; x; x2; x3 の係数を比較して
a+ b+ d = 0, 2a+ 3b+ c+ d = 0, `c = 0, d = 0

これから, a+ b = 0; 2a+ 3b = 0 ∴ a = b = c = d = 0
よって, 1 次独立.
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多項式の 1 次独立性 (1)

Q. P5(R) のベクトル 1 + x, `1 + x2, 2 + x3, 3 + x4 の 1 次独
立性を判定せよ. 1 次従属ならば, 自明でない関係式を与える係数の組
を 1 つ答えよ.

線形 5.2.03



多項式の 1 次独立性 (2)

Q. P5(R) のベクトル 1 + x3, x ` x2, 3 ` 2x + 2x2 + 3x3,
1 + x5 の 1 次独立性を判定せよ. 1 次従属ならば, 自明でない関係
式を与える係数の組を 1 つ答えよ.

この問題は自分でやってから解説を聞くようにしましょう.
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多項式の 1 次独立性 (3)

Q. P5(R) のベクトル 1, 1 + x, 1 + x+ x2, 1 + x+ x3 の 1 次
独立性を判定せよ. 1 次従属ならば, 自明でない関係式を与える係数の
組を 1 つ答えよ.

この問題は自分でやってから解説を聞くようにしましょう.
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多項式の 1 次独立性 (4)

Q. P5(R) のベクトル 1 + x, x+ x2, 1` x2, x2 ` x3 の 1 次独
立性を判定せよ. 1 次従属ならば, 自明でない関係式を与える係数の組
を 1 つ答えよ.

この問題は自分でやってから解説を聞くようにしましょう.
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多項式の 1 次独立性 (5)

Q. P5(R) のベクトル 2x` x2, x2+ x3, 1+ x+ x4, の 1 次独立
性を判定せよ. 1 次従属ならば, 自明でない関係式を与える係数の組を
1 つ答えよ.

この問題は自分でやってから解説を聞くようにしましょう.
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次回: 「基底と次元」
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